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FOCUSのOS更新にともない、共用領域にインストール
済のFDS（FDS-6.5.3,FDS-6.6.0,FDS-6.7.0)は再ビルド
なしで実行可能であることを確認した。

さらに、新規にFDS-6.7.5のビルドを行い、動作確認を
兼ねて中規模の検証例題を用いたベンチマーク計算を実施
した。結果の概要を報告する。

2

はじめに
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• ２階建て住宅の実大燃焼実験[1],[2](家具なし）の再現

• 火源は天然ガスバーナー 500kW

• 異なる換気条件３ケース(Test1,Test4,Test6)を比較
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ベンチマーク問題
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解析ケースと換気条件
火源 500kW

0.6m x 0.6m 床面より0.6m

温度の比較位置 床面より1.12m

1階

２階
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解析形状と領域分割
計算領域 16m x 12.4m x 6.4m

メッシュサイズ 0.1ｍ (1,269,760セル） 5x4x2 = 40 領域に等分割
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Test1 代表点温度とCPU時間推移
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Test4 代表点温度とCPU時間推移
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Test6 代表点温度とCPU時間推移
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解析結果とCPU時間

ケース CPU時間 時間ステップ数

Test1,詳細診断出力なし 76253s

(21.18h)

218090

Test1,詳細診断出力あり 76124s 

(21.15h)

218090

Test4,詳細診断出力あり 63736s 

(17.70h)

182551

Test6,詳細診断出力あり 76051s 

(21.12h)

216923

シミュレーション時間 0s ～ 1800s

F システム 40コア使用

診断出力の有無はCPU時間にほとんど影響していない
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その結果、以下のことがわかった
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まとめ

• FDS-6.7.5を用いて２階建て住宅の実大火災実験を再現

• Fシステム１ノード40コアを使用

• 換気条件等の異なる４ケースを実施

• CPU時間増分は発熱速度で決まっている

• 詳細診断出力の有無はCPU時間にほとんど影響しない
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